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１）新規データで見積書を作成する場合は「新規入力」①を、既存

データの場合は「既存データ」②をクリックします。 

 

新規データの場合 

２）見積書№・見積書題目・担当者・備考を入力します。③ 

(見積書№以外は非入力可。) 

３）「完了」(④)をクリックします。(Ｅｎｔｅｒキーを押しても可。) 

４）「開始」(⑤)(システム稼動時では非表示ですが、このボタンは入

力完了時に表示されます。)をクリックします。 

(Ｅｎｔｅｒキーを押しても可。) 

 

既存データの場合 

「既存データ」をクリックした後、既存データ表示一覧枠より該当す

る見積書行をクリックします。 

 

 

既存データの編集 ⑥ 

Ａ）既存の見積書№を別の見積書№に変更します。  

Ｂ）既存の見積書№における各項目語句を別の語句に変更します。 

Ｃ）既存の見積書をそのままに残して、枝番等をとって別の見積書№へコピーします。 

Ｄ）不要になった既存データを削除します。 

Ｅ）既存の見積データを別フォルダにコピーします。 

Ｆ）通常積算データは C:\setup(BC ヘルツ MT20U)\[単価区分フォルダ]\「積算データ」フォルダに格納されますが、その配下に自由にフォル

ダを作成して見積データのフォルダにすることもできます。  

参考：フォルダ固定 

G） 指定フォルダ内にある数多い見積データより、担当者及び備考を指定して検索表示することができます。 

 

見積書作成ページへのショートカット ⑦ 

「見積金額」の行枠内をクリックすると、見積書作成ページへ進むことができます。 

既に見積書が作成されている場合は見積金額が表示されています。  

 

「ﾌﾞﾛｯｸ･ｴﾘｱ･設備名ﾏｽﾀｰ作成」 ⑧ 

ブロック・エリア・設備名マスターに過去の見積に使った語句を登録しておくと、今後新たな見積データを入力する際に、これらの語句をクリック

する事で手入力ではめんどうな語句入力が簡単になります。   ブロック・エリア・設備名マスター作成 

 

 

  

システム可動は、見積書№の設定から始まります。システムプログ

ラムの初期画面の「業務開始」を押すとこの画面へ移行します。 
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既存の見積書№を別の見積書№に変更 

1) 「見積書№変更」①をｸﾘｯｸすると②画面が表示されます。(取り止める場合は再度①をｸﾘｯｸ) 

2) 見積書№を変更する箇所③をｸﾘｯｸして④に新たな見積書№を入力後「実行」⑤をｸﾘｯｸします。 

3) 変更確認の画面が表示されますので「はい」⑥をｸﾘｯｸします。 (例では、見積書№0605-1 が BC0605-2 に変更されます。) 
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項目語句の変更 

1) 「項目語句変更」①をｸﾘｯｸすると②画面が表示されます。(取り止める場合は再度①をｸﾘｯｸ) 

2) 語句を変更する箇所③をｸﾘｯｸして④に新たな語句を入力後「実行」⑤をｸﾘｯｸします。 

(例では、明石市市民会館が姫路市民会館に変更されます。ここでの見積書題目は見積書作成時の正式な語句等とは別のものです) 
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別見積書№を設定してコピーする 

既存の見積書をそのままに残して、別見積書№を付けて内容共々をコピーします。 

１） 「別見積書№へコピー」(①)をクリックすると、【既存データのコピー】画面(②)が表示されます。(取り止める場合は再度①をｸﾘｯｸ) 

 

２） コピー元の見積書№③をクリックして、【既存データのコピー】画面にコピー先の新見積書№④を入力して「コピー開始」ボタン⑤ 

をクリックするとコピーされた新見積書№のデータが作成⑥されます。 
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Ｂ．複数一括削除 →「複数一括削除」がＯＮになっている場合 

1） 削除する見積書№①を複数クリックして「実行」②をクリックすると、【削除確認】画面が表示されますので「はい」③をクリックすると、その見積書№のデータ

が削除されます。 

2） 最終確認画面が表示されますので、実行する場合は現在年の西暦４桁(例：2014)④を入力して下さい。 

なお、WINDOWS のごみ箱には入らず直接削除されますので、削除処理には十分ご配慮下さい。 

既存データの削除 

不要になった既存データを削除します。 

概要：「既存データの削除」(①)をクリックすると、【削除選択】画面(②)が

表示されます。(取り止める場合は再度①をｸﾘｯｸ) 
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Ａ．１個づつ削除 →「１個づつ削除」がＯＮになっている場合 

削除する見積書№(①)をクリックすると、【削除確認】画面が表示されますので

「はい」(② )をクリックすると、その見積書№のデータが削除されます。なお、

WINDOWS のごみ箱には入らず直接削除されます。 



既存データを別フォルダへコピー 

積算データは通常「積算データフォルダ」に格納されますが、当ﾌｫﾙﾀﾞの下層に自由にﾌｫﾙﾀﾞを作りそれらに格納することが可能です。  

 (ﾄﾞﾗｲﾌﾞ番号はすべて可能(USB メモリー可)ですが管理上、下層ﾌｫﾙﾀﾞを奨励します。) 

 1.「別フォルダへコピー」①をｸﾘｯｸすると【コピー先のフォルダ指示】画面②が表示されますので、ｺﾋﾟｰ先のﾌｫﾙﾀﾞをｸﾘｯｸして③、「決定」を 

  クリックします。④  (取り止める場合は再度①をｸﾘｯｸ)  

 ※ コピー先のﾌｫﾙﾀﾞは「サブ積算データフォルダ」にて作成して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

『別フォルダへコピー』モードが作動⑤します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コピーする見積書№をクリック⑥後、「決定」をクリック⑦、コピーの確認で「はい」をクリック⑧するごとに指示したフォルダにコピーされます。 
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サブ積算データフォルダ 

見積ﾃﾞｰﾀは通常「積算データ」ﾌｫﾙﾀﾞに格納されますが、当ﾌｫﾙﾀﾞの下層に自由にﾌｫﾙﾀﾞを作り、格納されたﾌｫﾙﾀﾞより見積ﾃﾞｰﾀを呼び込

むことが可能です。 (ﾄﾞﾗｲﾌﾞ番号はすべて可能ですが、下層ﾌｫﾙﾀﾞを奨励します) 見積ﾃﾞｰﾀは通常「積算データ」ﾌｫﾙﾀﾞに格納されますが、

当ﾌｫﾙﾀﾞの下層に自由にﾌｫﾙﾀﾞを作り、格納されたﾌｫﾙﾀﾞより見積ﾃﾞｰﾀを呼び込むことが可能です。  

(ﾄﾞﾗｲﾌﾞ番号はすべて可能(USB メモリー可)ですが管理上、下層ﾌｫﾙﾀﾞを奨励します。) 

A. 新規積算データフォルダの作成 

「新規積算データフォルダの作成」①をＯＮにして、「積算データ」の下層に作成するﾌｫﾙﾀ名②を入力して「実行」③をｸﾘｯｸすると「積算

データ」の下層に新たな積算ﾃﾞｰﾀﾌｫﾙﾀﾞが作成されます。④ (取り止める場合は再度｢ｻﾌﾞ積算ﾃﾞｰﾀﾌｫﾙﾀﾞ｣をｸﾘｯｸ) 

 

Ｂ サブデータフォルダの設定 

1) 「ｻﾌﾞ積算ﾃﾞｰﾀﾌｫﾙﾀﾞ」①をｸﾘｯｸすると②画面が表示されます。(取り止める場合は再度｢ｻﾌﾞ積算ﾃﾞｰﾀﾌｫﾙﾀﾞ｣をｸﾘｯｸ) 

 

2) 「ﾃﾞｰﾀﾌｫﾙﾀﾞの設定」③を ON にして、起動するフォルダをﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸします。 

3) ④で指示した積算データフォルダが起動⑤し、当フォルダ内の積算データ一覧⑥が表示されます。  

4) 今後このフォルダを自動起動する場合は、「フォルダ固定」⑦にチェックマークを入れて下さい。  

※ 「フォルダ固定」にチェックマークを入れると、今後は変更するまでこの積算データフォルダの状態で立ち上げられます。 

「フォルダ固定」がＯＦＦの場合、次回の立ち上げ時は、上層の｢積算データ｣となります。 
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ブロック・エリア・設備名マスター作成 
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１） 「ブロック・エリア・設備名マスター作成」をクリック①すると、「当積算データ抜粋」②及び「現在登録中のマスターデータ」③の各画

面が表示されます。 

 

２） ブロック・エリア・設備名マスターを作る基になる見積書を選択してクリック④すると、その見積書の作成時に使用したブロック・エリア・

設備名の各語句が⑤に表示されます。ここで例えばブロック語句をマスターに追加登録する場合は「マスター追加登録」⑥をクリックブロ

ック名マスターに追加登録されます。⑦ 



３） ブロック・エリア・設備名マスターは積算データ入力の際に⑧に表示されます。 

これらの語句をクリックする事で手入力ではめんどうな語句入力が簡単になります。  
便利機能-1 2 へ 
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